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新中期経営計画「HEAT2008」策定に関するお知らせ 

 
 当社は、2006年度（平成19年３月期）から2008年度（平成21年３月期）までの中期経営計画「HEAT2008」

を策定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．新中期経営計画の概要 

 当社グループは、補修用部品を製造販売する拠点とＯＥＭ（※注）向けの拠点とに二局化しておりますが、

各拠点が補修・ＯＥＭの両方のニーズに対応してまいります。 

 本中期経営計画期間中において、補修用部品製造拠点のＯＥＭ供給への機能アップと、新たな製品への

対応が可能となる海外投資を積極化することで売上を拡大すると同時に、生産効率を改善し、さらなるＣ

Ｒ（コスト削減）を実現することで利益率の向上を目指します。 

 その結果、2008年度には、連結ベースで売上額460億円、営業利益31億円、当期純益11億円、１株当

り当期純利益211円を目標としております。 

 【 中期経営計画の基本戦略 】 

(1) 事業ポートフォリオの最適化 

(2) ＯＥＭ供給体制を整える積極的な海外投資 

(3) 補修用マーケットにおける価格競争力強化 

(4) Ｒ＆Ｄ・品質管理システムの強化 

（※注：相手先ブランドによる製品供給のこと。完成車メーカー・TIER１と呼ばれる一次部品メーカー向けのことをさす。） 

 

２．中期経営計画策定の背景と方向性 

 当社はこれまでグローバルな生産・販売体制を構築し、海外に生産を移管することで売上を拡大してま

いりました。 

 近年の海外拠点展開ではタイ子会社の設立や青島（中国）子会社の拡張などにより、当社グループの主

要製品でありますユニバーサルジョイント・ウォーターポンプの海外生産が拡大し、今後のグローバル展

開の布石を着実に打つことができました。 

 また、研究開発面では、日本と韓国に分散した機能を韓国技術研究所へ統合・集約化をすすめ、次世代

の製品開発を効果的におこなう体制づくりが整ってきております。 

 着実に成果を上げつつある半面、補修用市場向け販売とＣＲに課題も残りました。結果として、好調な

ＯＥＭ用部品に牽引され売上が拡大したにもかかわらず、収益計画達成には至らず、営業利益率の低下に

至りました。 
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 この課題を解決するためには、各拠点の機能を見直し、ＣＲを強化することが不可欠であります。その

ため、当社グループが目指す戦略は、「日本が補修用専門・韓国子会社がＯＥＭ専門」といわれる拠点別ブ

ティク化ではなく、各製造拠点においての「ＯＥＭ・補修のダブル対応化」が相応しいと判断いたしまし

た。特に、需要が強まっているＯＥＭ用部品の供給を早期化するため、補修用部品製造拠点のＯＥＭ供給

への機能アップと、新たな製品への対応が可能となる海外投資を積極化してまいります。 

 

 

３．目標とする経営指標等 

  2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 

  （実績） （計画） （目標） （目標） 

売 上 高 (百万円) 37,258 39,200 42,500 46,000 

営 業 利 益 (百万円) 1,968 2,250 2,510 3,100 

当期純利益 (百万円) 627 780 870 1,100 

営業利益率 ( ％ ) 5.3 5.7 5.9 6.7 

Ｅ Ｐ Ｓ ( 円 ) 115 150 167 211 

設 備 投 資 ( 億 円 ) 39 ３年間で約100億円を計画。 

 

 

４．「HEAT2008」 

 この経営計画の土台は、人材【Human Resources】であり、日韓共同研究やＯＥＭ供給拡大は人材育成に

かかっています。また、環境変化に対応した固定資産（機械設備等）の最適化【Efficiency of Fixed Assets】

を図り、先進の技術【Advanced Technology】を製品に活かすことで企業価値を高めうると考えております。 

 

５．経営目標達成のための基本戦略 

(1) 事業ポートフォリオの最適化 

 成長が見込める製品への適切な経営資源の配分を実施してまいります。ＯＥＭ供給の増強と生産キャパ

の拡大を図るため、日本ではハンドルジョイントの80万個月産体制の確立、韓国ではバルブスプール関連

の設備投資強化など、成長性・収益性を見込む分野への重点投資と効率化をすすめてまいります。 

 

(2) ＯＥＭ供給体制を整える積極的な海外投資 

 ＯＥＭ先への製品供給に繋がる投資を積極化していきます。現代自動車グループの海外進出への対応と

して、米国アラバマ州への新会社設立やタイ子会社による現地進出ＯＥＭ先への供給対応など行います。 

 

(3) 補修用マーケットにおける価格競争力強化 

 北米の補修用部品シェアー回復のために、海外生産によるＣＲ効果を高めてまいります。アジア地域に

おいても、中国製品等への対応のため、当社グループの中国拠点を積極活用と海外生産委託先の開拓によ

り、ブランド力を維持しつつ価格競争力をアップする方針であります。 

 

(4) Ｒ＆Ｄ・品質管理システムの強化 

 モデュール化や新製品開発によりＯＥＭ先への供給増加、日韓共同研究の推進、次世代車種への対応で

きるウォーターポンプなどのエンジン系統部品の開発に注力いたします。また、品質管理面を強化し、Ｇ

ＭＢ標準を達成できる拠点整備に注力してまいります。そのためにも、各拠点において人材育成を進めて

いく必要があります。 

 

以 上 
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